
2026 年 9 月 4 日(金) 

 

１．機関会議等 

 8月4日(火) 第2回 定例理事会 

【議決事項】 

 第１号議案 専決事項の件 

第 2 号議案 「とちぎコープフェスタ㏌うつのみや 2026」後援 承認の件 

第 3 号議案 新事務所移転先住所承認の件 

  【協議事項】 

   （1） 栃木県生活文化スポーツ部くらし安全安心課との意見交換会について 

   （2） 通常総会振返り（会場、所要時間、運営内容など） 

  【報告事項】 

   （1） 「月度定例報告」及び「月次決算報告」 

          ・足利市豪雨災害の件 

         ・令和 8年熊本地震に対する募金協力について 

       ・沖縄戦跡視察研修のご案内 

   （2） ・今月の注意喚起 

   （3） 日本生活協同組合連合会中央地連報告 

  

 

２．行政関係 

 8月3日(月) 栃木県住宅マスタープラン懇談会 (参加：赤羽専務理事) 

 3月に閣議決定された「住生活基本計画（全国計画）」の見直し等を踏まえ、住宅政策の指

針となる2021年～2030年までの栃木県住宅マスタープラン（栃木県住生活基本計画、栃木県高

齢者居住安定確保計画、栃木県賃貸住宅供給促進計画）の改定を行うことになりました。高齢

者人口に対する高齢者向け住宅の割合、既存住宅の流通シュア、空き家対策、新耐震基準が求

める耐震生を有する居住ストック率、サービス付高齢者向け住宅の戸数など中間目標に対して

の実績値と要因分析、加えて2026年～2035年の栃木県住宅マスタープラン骨子案の説明があり

ました。その後、質疑・意見・要望を行い、今回の懇談会を踏まえ、改定案の見直し、パブリ

ックコメントを経て、2027年3月に栃木県住宅マスタープランの改定となります。 

 

 

 とちぎカーボンニュートラル実現会議（参加：竹内顧問） 

2050年カーボンニュートラル実現に向けて、総力を挙げて取り組みを推進するため開催され

ました。栃木県や各分野（産業・業務・家庭・交通・非エネルギー）のロードマップの進捗状

況や今後の方向性について報告がありました。また、出席者から各界の現状や課題の報告、栃

木県に対しての要望等の意見が出されました。 
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 8月18日(火) とちぎ元気な森づくり県民会議 (参加：加藤事務局) 

令和８年度「とちぎの元気な森づくり県民税」普及啓発について、木製ガチャの貸し出し

開始、木製ガチャ景品の作成についての報告、第 19 回子どもたちの木工工作コンクールの金

賞の教育委員会教育長賞、銀賞、銅賞、努力賞について報告がありました。また、とちぎ元

気な森づくりポータルサイト開設の報告があり、周知のため、各団体の広報誌やホームペー

ジ等へ概要及び OR コードの掲載に関する協力依頼がありました。 

 

 

 8月20日(木) とちぎ食と農業アクションプロジェクト推進協議会(参加：赤羽専務理事) 

     食と農業の持続性確保に向けた県民参加型運動を喚起するため一昨年、推進協議会が設置

されました。郡山市農商工部農業生産流通課より、「フロンティアファーマーズの取り組みに

ついて」農産物のブランド価値を作るため消費者に生産者の想いを伝え、共感を呼ぶことに

よって生産者へのファン作りや地産地消を推進する具体的な報告がありました。また、令和 7

年度の栃木県と構成団体の取り組み、食と農業の持続性への関心についてのアンケート結

果、栃木県産農産物統一ロゴマークについての報告がありました。 

 

 

 8月24日(月) 市制130周年記念 第21回うつのみや食育フェア 第2回運営部会 

（参加：赤羽専務理事） 

食に関する知識の普及と体験の機会を提供することで、食育の重要性について啓発するた

め、10月25日（日）に宇都宮ライトキューブ、ライトヒルで開催されます。今回の運営部会で

は、主に出店内容ごとのエリア分け、ステージプログラム、会場内の回遊性を高める工夫、公

募出展申込団体の審査結果について、質疑と要望を発信しました。また、宇都宮市制130周年

記念を周知するため、スタンプラリーの設置場所増加や記念品の配布を実施します。 

 

 

３． その他  

● 8月18日(火)2026年度・サステナビリティトップセミナー(オンデマンド参加：赤羽専務理事) 

    講演：「ビヨンドSDGsから考える生協のサステナビリティの取り組み」    

講師：慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 教授 蟹江 憲史 氏 

日本生協連報告「2030環境・サステナビリティ政策」の進捗と今後の進め方 

 

 

 8月3日(月) 第15回 クリーンアップ・ウォーク  

地域への環境活動として、県連事務所付近から宇都宮駅付近までのエリアでゴミ拾い活動を

行いました。 

 ＜目的＞ 

（1） 環境美化保全 

（2） プラスチックごみの海洋への流出を防ぐ、生態系配慮 

（3） リサイクル可能ゴミの有効活用、CO2排出削減 

 



 

今朝のゴミ拾いは、紙タバコの吸い殻が大変多く捨てられており驚きました。改めて「吸い殻」

を調べてみたら次のようなことがわかり更に驚きです。 

現在流通している一般的な紙タバコのフィルターには「プラスチック」が使用されています。

吸い殻は世界的に見ても「地球上で最も投棄されているプラス

チックゴミ」の一つとして大きな問題になっています。フィル

ターの多くは、木材パルプなどのセルロースに酢酸を結合させ

た酢酸セルロース（セルロースアセテート）という半合成プラ

スチックで作られ、非常に細いプラスチック繊維を束ねた構造

になっています。生分解性があると言われることもあります

が、自然界（特に海洋環境）では非常に分解速度が遅く、分解

されるまでに数年から10年以上かかるとされ、波や紫外線によって破砕されると、最終的に大量

のマイクロプラスチックとなって海を漂うことがわかりました。これをみても取り組みの重要性

を再認識しました。 

 

 

 

 

１． とちぎ食の安全ネットワーク 

 8月 6日(木) 第2回 とちぎ食の安全ネットワーク 世話人会 

   1. 学習会「PFAS:国内外の規制状況と健康影響に関する最近の知見（その1）」 

講師：宇都宮大学 名誉教授 宇田 靖 氏 

2. 7月16日開催 とちぎ食の安全ネットワーク第1回学習会アンケート結果について 

3. とちぎ食の安全ネットワーク第2回学習会について 

4. 報告事項、その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク活動 



栃木県生協連 2026 年 9 月度、10 月度の活動予定 
2026 年 9 月 4 日(金) 

  栃木県生活協同組合連合会 

 

2026 年 9 月度予定 

1 日 (火) 第 3 回 とちぎ消費者ネットワーク幹事会 

5 日 (土) 栃木県・足利市総合防災訓練 

7 日 (月) 消費者カレッジ（栃木県立宇都宮中央高等学校 3 学年 1組） 

第 16 回 クリーンアップ・ウォーク 

8 日 (火) 第 2 回常務理事会 

消費者カレッジ（栃木県立宇都宮中央高等学校 1 学年 1組） 

10 日 (木) とちぎ食の安全ネットワーク 第 2回学習会 

15 日 (月) 栃木県生協連・くらし部会 学習会 

第 2 回 くらし部会 

18 日 (金) とちぎ元気な森づくり県民税事業あり方検討会 

18 日 (金) ～19 日(土) 日本生協連 県連活動交流会 

24 日 (木) 日本生協連 中央地連 運営委員会 

28 日 (月) 消費者カレッジ（宇都宮大学動画撮影） 

    

2026 年 10 月度予定 

1 日 (木) ＭＣＡ無線訓練 

5 日 (月) 第 17 回 クリーンアップ・ウォーク 

6 日 (火) 第 3 回 定例理事会 

8 日 (木) 第 2 回 食の安全ネットワーク世話人会 

9 日 (金) 消費者カレッジ（鹿沼南高等学校） 

9 日 (金) 大災協県連交流会 

15 日 (木) 消費者カレッジ（作新学院大学：栃木地域政策研究 a スポーツマネジメント学科 経営学科 ） 

16 日 (金) 労福協幹事会 

19 日 (月) 地域生協部会 

21 日 (水) 令和８年（2026）食品安全セミナー 

23 日 (金) 関東甲信越行政生協関係者意見交換会 

25 日 (日) 第 21 回 うつのみや食育フェア 

27 日 (火) 令和 8 年度 宇都宮消費生活講演会 

27 日 (火) 宇都宮市食品安全懇話会 

28 日 (水) 消費者カレッジ（國學院大學栃木高等学校） 

29 日 (木) 第 3 回協同組合連絡会 

30 日 (金) 栃木県住宅マスタープラン懇談会 

31 日 (土) FP フォーラム 2026&金融広報委員会講演会 IN 栃木 特別講演会 


